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	製品名: NAA10マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM81831
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	応用
	抗原情報
	背景
	N-αアセチル化は、真核細胞において最も一般的な翻訳後タンパク質修飾の一つです。このプロセスは、アセチルコエンザイムAのアセチル基を新生ポリペプチドのαアミノ基に転移させるものであり、正常な細胞機能に不可欠です。この遺伝子は、主要なアミノ末端アセチルトランスフェラーゼA複合体の触媒サブユニットとして機能するN末端アセチルトランスフェラーゼをコードしています。この遺伝子の変異はオグデン症候群の原因です。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	COS7 (1)、HEK293 (2)、HL-60 (3)、MCF-7 (4)、Hela (5)、NIH/3T3 (6)、およびC2C12 (7)細胞溶解物に対するNAA10マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	NAA10マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	NAA10 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した SMMC-7721 細胞のフローサイトメトリー分析。

